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高校生のソーシャルスキルをイラストで測る の妥当性検証

○酒井智弘 （筑波大学） 澤海崇文＃（流通経済大学）
能渡真澄＃（筑波大学） 相川 充 （筑波大学）
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問題と目的

酒井・澤海・関森・相川（ ）は， が，

世紀型スキルにおいて社会性と情動のスキル

の育成を推進しているという背景を踏まえて，

「 」（以

下， と表記する）の開発を試みた。

は， の国際学力評価プログラムの対

象年齢である 歳を基準とし，高校 年生が学

校生活で発揮するソーシャルスキルを測定する尺

度である。 は，友人やクラスメイトが登場

するストーリーがイラスト付きで描かれており，

ストーリーの状況で，彼らに対する つの行動選

択肢それぞれについて，「する」「しない」の 件

法で回答を求めるテストである。

本研究の目的は， に関するデータ（酒井

他 ）について，多次元項目反応理論（

）による探索的因子分析を用いて再

分析し， の因子を探索的に検討することで

ある。また，新たにデータを収集して， の基

準関連妥当性を検討することである。

方 法

調査対象者

の分析に関して，多次元項目反応理論に

よる探索的因子分析は，酒井他（ ）が収集し

た高校 年生 名（ ， ）のデ

ータを再分析した。基準関連妥当性の検討は，オ

ンライン調査会社に依頼して新たに収集した高校

年生 名（ ， ）のデータを

分析した。

の基準関連妥当性の検討に用いた尺度 
高坂（ ）が開発した，異質拒否傾向および

被異質視不安を測る尺度（「異質拒否傾向」「被異

質視不安」の 因子）と，河村（ ）が開発し

た，高校生の学校生活満足度（「承認・満足」「被

侵害・不適応」の 因子）を測る尺度を用いた。

結果と考察

の因子

多次元項目反応理論による探索的因子分析の結

果から， は，「自分の思いを表現するスキル」

（ストーリー数は 個）「主体的に関与するスキ

ル」（ストーリー数は 個）「協調して支援するス

キル」（ストーリー数は 個）「自分の気持ちを整

理するスキル」（ストーリー数は 個）の 因子で

解釈できることが明らかになった。

の基準関連妥当性 
「自分の思いを表現するスキル」「主体的に関与

するスキル」「協調して支援するスキル」は，「異

質拒否傾向」「被侵害・不適応」との間に負の相関

を示し，「承認・満足」との間に正の相関を示した。

「自分の気持ちを整理するスキル」は「被異質視

不安」との間に正の相関を示した。

の基準関連妥当性

注）

以上の結果から，自分の思いを上手に表現でき

る人や，他者との関わり方が積極的かつ上手な人

や，他者に協力的な支援ができる人は，自分とは

違う考え方を持っているクラスメイトや友達を拒

否する傾向が低く，学校生活に不適応を感じず周

りから承認されていると感じ，学校生活に満足し

ていると考えられる。「自分の気持ちを整理するス

キル」だけが「被異質視不安」との間に正の相関

を示したのは，このスキルが怒りを我慢するとい

うストーリーで構成されていたことによる。この

結果は，怒り感情を表出して，クラスメイトや友

人から異質な者と思われることを気にするため，

怒りの感情を我慢していると解釈できる。
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1 自分の思いを表現するスキル -.15 ** .03 .36 ** -.31 **

2 主体的に関与するスキル -.27 ** -.07 .49 ** -.23 **

3 協調して支援するスキル -.15 ** -.09 .25 ** -.14 **

4 自分の気持ちを整理するスキル -.07 .16 ** .07 -.06

変数 異質拒否傾向 被異質視不安 承認・満足 被侵害・不適応
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大学生の成長を捉えるためのルーブリックにおける成長指標と
課外活動・地域活動の関連

齋藤 信（鈴鹿大学）
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問題と目的

本発表では，大学生の成長について検討する。

四日市大学では，大学生の成長を捉えるための測

度として，四日市大学成長スケール 年度作

成版を実施している。四日市大学成長スケール

年度作成版は，ルーブリック評価の手法を基

軸としている。本発表では，ルーブリック評価の

手法による大学生の成長の規準・基準としての指

標（成長指標）と「課外活動 地域活動」（委員会

やボランティア活動，地域貢献活動）の関連につ

いて検討することを目的とする。

方 法

参加者と実施時期

参加者は，四日市大学の 学部（経済学部・環

境情報学部・総合政策学部）に所属する， 年生

（入学時点）から 年生（卒業時点）の 学年で，

合計 名であった。実施時期は， 年 月

から 年 月までであった。

測度

四日市大学成長スケール 年度作成版。①

基本情報 「課外活動 地域活動」については，

「あり」「なし」でたずねた。② 個の成長指標

と各成長指標 段階（ ， ， ，

）から成る成長指標ルーブリック。

調査手続き

①学生による調査票回答（学生の自己評価）。

②調査票に基づく学生と教員の面談（評価の相互

確認と最終決定） 
結 果

前述の調査手続きを経た，参加者の「課外活動 地

域活動」における，成長指標ルーブリックの分布

は， の通りであった。 
「課外活動 地域活動」 が「あり」の学生は

名（ ），「なし」の学生は 名（ ％）

であった。

の順位和検定によると， 個すべ

ての成長指標ルーブリックにおいて，「課外活動

地域活動」 が「あり」の学生の方が，「なし」の

学生よりも高い順位の の割合が有意に高か

った。

考 察

「課外活動 地域活動」 が「あり」の学生の

方が，「なし」の学生よりも人数が少なかった。

ここから，参加者において「課外活動 地域活動」

は，取り組んでいる学生が少ない活動であること

がわかる。

個すべての成長指標ルーブリックにおい

て「課外活動 地域活動」 が「あり」の学生の方

が，「なし」の学生よりも高い順位の の割合

が有意に高かった。ここから，大学生活で「課外

活動 地域活動」に取り組んでいる学生の方が，取

り組んでいない学生よりも，成長の実感が得られ

ていることがわかる。

以上より，「課外活動 地域活動」（委員会やボ

ランティア活動，地域貢献活動）は，取り組んで

いる学生が少ないが，学生の成長に幅広く寄与す

る活動であることが示された。ここから学生の成

長の実感を高めるためには，これらの活動への参

加を促すことが有効であると思われる。その一方

で各学生の志向性（好みや向き不向き）も十分に

考 慮 さ れ る べ き と 考 え ら れ る 。

Table 1 
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400.81 49336.00

380.19 63626.50

397.53 51608.00

397.18 51850.00

402.69 48029.50

397.79 51428.50

  **p<.01 *p<.05 Wilcoxon
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注） ， ， の順位和検定。
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